
人
文
系

理
数
系

文
理
系

英
語
系

城 南 23 10 6 ● ●

東宇治 49 10 5 ● ● ●

西宇治 52 10 5 ●

莵 道 60 11 7 ● ● ●

城 陽 47 11 7 ● ●

西城陽 58 11 9 ● ● ● ●

八 幡 46 10 5 ● ●

南八幡 58 11 4 ●
･ｵﾌｨｽ情報
･流通ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

久御山 55 11 5 ● ● ●

田 辺 38 11 8 ● ●
･機械 ･自動車
･電気 ･電子

木 津 23 11 7 ● ●
･ｼｽﾃﾑ園芸
･情報企画

南 陽 61 9 9 ● ●
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　※　高校の募集定員は、進学率の維持・向上をめざして、これまでどおり、山城地域の中学校を卒業する生徒数を
　　考慮して定めます。したがって、この取組によって府立高校へ入学しにくくなることはありません。

　◎　山城地域の全ての府立高校で、教育内容や指導方法の充実・改善、部活動などの活性化に取り組むとともに、
　　社会の変化に対応した新しい教育の在り方についても検討を進めます。

　◎　山城地域の１２校の府立高校のうち４校を対象とし、それぞれの府立高校の伝統や校風を継承させ特色のある
　　２つの高校に再編整備して、将来に向かって更に充実・発展させていきます。

・生徒同士の切磋琢磨や相互啓発を通じて、集団の中での
　より良い人間形成の機会が広がります。

　＜活力ある高校づくり＞

これらの府立高校では、次のように時代の変化に対応した一層魅力ある教育を創造していきます。

◇高校の再編整備

○　山城地域の府立高校全体の活性化を図るため、特色ある高校の適正配置と学校規模の適正化をめざします。

　＜魅力ある高校づくり＞

京 都 府 教 育 委 員 会

①国際社会で活躍できる人材の育成をめざす専門性の高い教育

②京都らしい伝統文化を生かし未来の文化の創造をめざす教育

③豊かな未来社会の形成に寄与する福祉マインドをかん養する教育
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府立高校数 公立中３生数
人

校

八幡

山城地域の府立高校数と公立中３生数（５月１日現在）の推移

城陽

東宇治

西宇治

久御山

西城陽
南八幡

莵道

南陽

※平成17年以降は推計値

S23城南
S23木津
S38田辺

山城地域の府立高校の状況

63 17

○　公立中学３年生数は、ピーク時の昭和63年は約9,000人でしたが、現在は約4,600人と半数近くにまで減少
　しており、今後も微増・微減しながら推移していくと予想されます。
　　学校規模も小規模化が進み、希望に応じた教育課程の編成や活力ある部活動を行う上での課題となっています。

○　山城地域の府立高校は、昭和23年の新制高校発足当時は２校でしたが、その後の生徒急増期に新設を行い、
　現在は12校となっています。

適正規模（１学級あたり40人として）
・学年制の全日制高校：１学年８学級程度
・単位制高校（総合学科を含む）：１年次６学級程度

　◎　適正規模を確保して活力ある高校づくりに努めます。
　　・生徒の進路希望や学習ニーズに応じた科目選択の幅が広がります。
　　・多様な部活動が展開でき､体育祭や文化祭などの学校行事や生徒会活動においても活力ある取組ができます｡

※裏面もご覧下さい。

京都府教育委員会では山城地域の府立学校
の再編整備について検討を進めています



設置年度 設置学部

49 小・中・高 知的障害 宇治市(知)・八幡市(知)・桃山学園(知)

42 小・中・高 肢体不自由・知的障害

小・中 病弱

小・中・高 肢体不自由

高 知的障害 山城地域全体（自力通学が可能な軽度知的障害）

56 小・中・高 肢体不自由・知的障害

京都府総合教育センター
　※伏見区桃山毛利長門西町
　（京阪･近鉄丹波橋駅下車徒歩約６分､JR桃山駅下車徒歩約10分）

桃 山 養 護

向 日 が 丘 養 護

城 陽 養 護

宇治市(知)の一部･久御山町･城陽市･京田辺市･綴喜郡･相楽郡

向日市・長岡京市・大山崎町・宇治市(肢)・八幡市(肢)

国立病院機構南京都病院に入院している児童・生
徒を対象61

障害種別 通学区域

１月22日（土）15:15～16:45

（北　　会　　場）（南　　会　　場）
養　護　学　校　の　部

１月22日（土）10:30～12:00

南 山 城 養 護

養護学校

宇治市、城陽市、八幡市、久御山町
京田辺市、井手町、宇治田原町、
山城町、木津町､加茂町、笠置町、
和束町、精華町、南山城村

新たに２つの通学区域に再編す
る宇治市､城陽市､八幡市､久御
山町を対象とします。

高　校　の　部

会　　場

お住まいの地域

１月22日（土）13:30～15:00

福祉センター相楽会館
　※相楽郡木津町木津上戸15
　（JR木津駅下車徒歩約５分）

開催日時

●城南
●西宇治●久御山

●南八幡

●八幡

●田辺

●城陽

●木津●南陽

●東宇治

●莵道

お問い合わせ先
　京都府教育庁指導部高校改革推進室　075-414-5848　ＦＡＸ　075-414-5698
　　　　　　　　　　障害児教育課　　075-414-5835　ＦＡＸ　075-414-5847
　〒602-8570　京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町　http://www.kyoto-be.ne.jp/kyoto-be/

◎南山城養護

◎城陽養護

◎桃山養護
◎向日が丘養護

※通学区域における（知）は知的障害のみ、（肢）は肢体不自由のみを示します。

●西城陽

府民説明会を開催します
　再編整備に係るこれまでの検討状況について府民の皆様に直接ご説明し、ご意見をお聞きするため、
説明会を開催します。多くの皆様のご参加をお待ちしています。

※ご都合の良い会場に、どなたでも自由に参加いただけます。なお、お車でのご来場はご遠慮下さい。

◇養護学校の再編整備

◎　ノーマライゼーションを一層推進するため、地域社会に密着するとともに、地域の障害児教育の
　センター的役割を担う、専門性の高い養護学校として再編整備を図ります。

　　・向日が丘養護学校の通学区域を縮小して、向日市、長岡京市、大山崎町とします。

　　・南山城養護学校の通学区域を縮小して、京田辺市、綴喜郡、相楽郡とします。
　　　また、城陽養護学校の通学高等部の通学区域は、これまでどおり、山城地域全体とします。

　　・宇治市、城陽市、八幡市、久御山町の３市１町を２つの通学区域に再編し、知的障害と肢体不自由
　　　の子どもたちが共に学ぶ総合養護学校を整備します。

南部地域の府立養護学校の状況（平成17年１月現在）

山城地域の府立高校及び南部地域の府立養護学校




